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放射線学的所魔 :頭蓋単純撮影,鼻中隔は左-偏位 し

ており,右鼻腔を中心に,鯖骨洞声蝶形骨洞をこかけて陰

影が見られた.開削 褒状断像では予感轟の土方は前頭

蓋蛇部に接し,後JJlこ掴i:H蓋を 卜)]'に叶耕 し.岬付則こI.Lt-

で進展していた.施療栄養ぬ管は右蝶 Ej姦動脈,眼嵩下

動F凪 眼動脈で3紅 ､た.

Å院後経過 :右内上賢動脈の塞栓術後,櫓月23日に腰

ヰ射南川術を行LJ∴ 経鍬 r̀.IJに陣場L')i-1h111いi(1LllこIttこIL-hTlltl=t

を.維 卜軍白洞的に陣場ハ t)tL,r厄日i(1こltlこIL､llnlH1tを′it持t

凝刷した棟.腫塙を仝摘 した.術後,曝I勘..拍車せL上.

結語 二鼻腔内から前頭蓋底,咽頭にまで充満 した腰痛

を顔面を切開することな く経鼻,経上顎洞法で掃出 した

l例を報告 した.

(lL,121(､onLwr(1p()siti日日 で 全摘 出 し得仁小脹i
:;--ン ト榊欄 陣('11例
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こ11)PrOこl(､h(ISA~1ハ応用に､LIp)(,川lt.､川-(II)I)Hiti日日 て

全摘出し得たので報告するや症例 :5嶺歳,女性.数年楽

し,llLi糾臥し:視力低 卜 ふ∴-,さ感.r刷則軌 f【t乳輔､･1,,1棉 紺 :.

失調を認＼̀J)た.(､′l',八･･lRIてIL日粁塞け水頭症 と′ト脳一一㌧こ′

卜深部をこ直径約 5cm の髄膜腫を認めた,脳血管写で

は健かな膿轟陰影を認め,上小脇動脈は強 く下方-圧排

さ打 直静脈i7L甘t閉塞 巨こし､た. TL的 :脳Llji休外 卜L-ト ー

r後,LT(-llCOrd position !二し､両f虹~こ､sul_1日(.(､itlitとll

を横静脈洞上下で切開 した後,静脈洞交会部を頭側に圧

排ず ると,小脳の軽い圧排で supraeeTebeHarに充分

な work豆n留SpaCeが得 られ,手術顧教鏡下にテソ ト下

面を直視できた,鹿痴摘出をこぼ CuSA と YAG レ--

ザ-を用いた｡テソトの腫痴付着部は後頭葉下面を鱗片

で保護 しながら閉塞 した直静脈洞ともどもレーザーで切

除した.本法tt,sitting tlOSili｡日 にL巨:'1SA .十二比較

検討する.
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当施設において過去 6年間をこ女性 7,男後 且,計8例

の小脳橋角部髄膜藤を経験 した.Å院時年齢は42才か ら

72才で,初発症状は聴力低下等の内卑神経障害を示す も

のが5例,顔面痛,歯痛等の三叉神経障害が2軌 小脳 帝
脳幹障害が 且例であった.初発から入院までの期間は最

短3ケ月から最長30年で, 5年以上のものが4例であっ

た.Å院時神経症状は内革神経障害 ア例,小脳 ･脳幹障

害4例,三叉神経障害 3例,顔面神経障害2例 ,視神経

障害 且例,神経症状な しが 1例であった.藤腐最大径は

謂mm から 60mm で巨大なあのが多かったせ手術に

より7例は堂摘, 1例は部分摘出をこ終った一術後経過は

艮打て聴 ))LllL'lTi.'p･刊 も:紅 ､上.病理組織言 ritlml)I;lSti(､

･l削.lllt.=illL,いIhL､li''tllこIt(1Llヽ :目礼 illlL,i()tllこlゝtiL､1例

であった.これら8例の神経放射線学納所鼠 神経考科

的所見を示 し 今回は樽に術中Q)経藤による小脳,脳幹

特に脳神経の被圧迫所見を藤しき臨床症状との関連と手

術手技の要点を述べる中

C--5--H 原始適残三 党動脈 と左側頭寮 内髄膜腫 の
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症例は31才の女性.記憶力低Tを主訴として近医を受

諺.躯腫轟を疑われて当科を紹介された.神経学的には

明らかな陽性所見はな く,頭部単純写ヤ脳波にても陽性

所見は認めにブれなかった.抗 ､スキャンでは左側頭葉内

に い】こlillで -部 higll(lerlSitll.i)‖hこ111Ll(,(ILここした烏‡し町り1

臆で h約m()gem帥 uS に増強効果のある円形の ヨes主om

が認められた.また脳 血 管等では,明らかな もumorstain

はなかったが,左 CAG および VAG にて 画 mitive

漬拷emimalarteFy が認め 琵〕れた,手術により腰痛の全

綿を行ったが,腰痛は完全に脳内にあり硬膜とは 血 act

で･.1㌔L言∴ .q朝釦Tl病LPll.診断しヒtrLLTlSili川1こlllllt.=illL,iomこl

であった.

髄膜魔が脳内に発生することは脳嚢内,松果体部等を

除いてまれであり, シルビウス裂内に発生 した例が散見


